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(57)【要約】
【課題】吊り下げ型のスライド扉を開けることなく閉め
た状態で光を室内側に導入することができるようにする
。
【解決手段】吊り下げ型のスライド扉の外面は外板と内
板を有し、外板の両側に光を導入するためのスリットが
縦方向に設けてあり、このスリットに近接してスリット
から導入された光をスライド扉の中央部に向かって反射
させる光反射体がスリットに沿って外板と内板の間の空
間に設けてあり、内板の中央部には開口が設けてあり、
この開口には半透明体が設けてある導光スライド扉であ
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
吊り下げ型のスライド扉であって、枠材によって形成したフレームに内面板と外面板が固
定して空間が形成してあり、外面板の左右両側に光を導入するためのスリットが設けてあ
り、内面板と外面板の間の空間のスリットに対向する位置に、スリットから導入された光
を空間の中央部に向かって反射させる光反射面がスリットの長手方向に沿って設けてあり
外面板の空間側には光反射体がもうけてあり、内面板の中央部には開口部が形成してあり
、開口には半透明体が設けてあって光面としてある吊り下げ型の導光スライド扉。
【請求項２】
　請求項１または請求項２において、スリットを通る光を遮断する開閉可能なシャッター
が設けてある吊り下げ型の導光スライド扉。
【請求項３】
　請求項１または２において、スリットに光の散乱方向を制御する光散乱部材が設けてあ
る吊り下げ型の導光スライド扉。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物のガラス窓等の内側に設置して室内が外から覗き見されるのを阻止する
目隠し用のスライド扉であり、このスライド扉を閉めた状態であっても室内に光を導くこ
とができ、室内が真っ暗にならないようにしたものである。
【背景技術】
【０００２】
　建物において窓ガラスを通して外から室内を覗かれるのを防止する手段として雨戸やカ
ーテンが使用されている。
　雨戸は、ガラス窓の外側に設置して暴風や遮光、防音等の機能を有し、また、窓ガラス
を割って侵入するのを防止するという防犯の役割を有している。
　カーテンは、窓の室内側に設置し遮光、防音、覗き見の防止をすると共に、カーテンの
素材を半透明なものとすることによって室内に入射する光を和らげる機能を有している。
【０００３】
　雨戸は、建物の窓の外側に設置されているので、開閉の際には窓を開けて雨戸の開閉操
作をしなければならず面倒であり、冬季や夏季においては室内との温度差が大きいので、
快適状態に調整してある室内に寒暖の差が大きな外気が侵入し、室内温度を元に戻すため
に無駄なエネルギーを必要とする。また、開閉操作をする人は急激な温度差に曝されるこ
とから不快と感じる場合がある。窓の開閉操作を室内から自動的におこなうものとして電
動シャッターが提案されているが、電源を必要とすると共に、コストがかかる。
　カーテンは、室内での開閉操作をおこなうことができるが、カーテンの素材は概ね布で
あり、定期的に洗濯するなどのメンテナンスが必要であり、また、雨戸に比して防音性能
が低く、十分とはいえない
【０００４】
　雨戸とカーテンの短所を補うものとして建物の室内側に吊り下げ型のスライド扉を一直
線に配置し、遮光、防音、覗き見防止などのプライバシーの保護を一挙に解決することが
提案されている。
　一方、自然光を室内に導く技術手段は種々提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－１１５６４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　しかしながら、吊り下げ型のスライド扉の遮光性、防音性を優先すると光がまったく室
内に入らなくなり、室内は真っ暗な状態となる。
　光を室内に導入するため、吊り下げ型のスライド扉を中途半端に移動させて光を導入す
るための隙間を開けると、外から見て見苦しい状態となる。また、全ての吊り下げ型のス
ライド扉を開けて全面開放するのは手間がかかり、気軽におこなえるものでない。
　そこで、本発明は、吊り下げ型のスライド扉を開けることなく閉めた状態である程度の
光を室内側に導くことができるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　吊り下げ型のスライド扉の外面板と内面板の間には空間が形成してあり、外面板の縁に
はスリットが設けてあり、このスリットに近接してスリットから入射する光をスライド扉
の中央部に向かって反射させる光反射体がスリットに沿って外面板と内面板の間の空間に
設けてあり、内面板の中央部には開口が設けてあり、この開口には半透明体が設けてある
導光スライド扉である。
　吊り下げ型のスライド扉の外面板と内面板の間には空間が形成してあり、外面板の縁に
はスリットが設けてあり、このスリットに光散乱シートが設けてあり、スリットへ入射す
る光を中央部に向かって散乱させる光散乱シートが設けてあり、内面板の中央部には開口
が形成してあり、この開口には半透明体が設けてある導光スライド扉である。
【発明の効果】
【０００８】
　吊り下げ型のスライド扉の室外側の外面板の縁に設けたスリットに入射した光は、光反
射体でスライド扉の中央部に反射させられ、スライド扉の中央部の室内側の開口から光を
室内側に散乱させることによって光を室内に導き、自然光によって室内にある程度の明る
さを与えることができる。
　また、スリットには室内から操作することができる開閉体を設けることによって、光を
遮断して室内に光が入らないようにすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】導光スライド扉の正面図、及び裏面図。
【図２】導光スライド扉の断面図。
【図３】シャッター及びその詳細図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　＜実施例＞
　図１は、本発明の吊スライド扉１の正面図であり、室内側と室外側を示している。扉１
は、枠材２で四角形のフレームが形成されており、フレームの表裏両面に内面板３１と外
面板３２が固定してあり、内面板３１と外面板３２の間には空間Ｓが形成されている。
　内面板３１には開口４が設けてあり、この開口４には強化障子紙や和紙、レース、薄い
織物などからなる半透明体が設けてあって光面４２としてある。
【００１１】
　図２（１）は、扉１の把手のない部分の断面図であり、図２（２）はその分解断面図で
ある。また、図２（３）は、把手５２部分の断面図である。
　外面板３２の空間Ｓに面する側には光を反射する光反射シートや薄い金属板などの光反
射体４１が張り付けてある。光反射体４１を張り付ける代わりに光反射塗料を塗布するこ
とによって光反射塗膜を形成してもよい。光反射体４１の表面を鏡面とせずに光が乱反射
するように凹凸面としてもよい。
【００１２】
　外面板３２の両側端部には縦長のスリット４５が形成されており、このスリット４５の
幅は２０～３０ｍｍ程度としてある。スリット４５に面して、空間Ｓには斜面または曲面
の光反射面４０が設けてある。この光反射面４０は、スリット４５に面する位置に設置し
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た縦方向に延びる支持体１５に設けてある。
【００１３】
　スリット４５から入射した外光は反射面４０によって空間Ｓ内において扉１の中央部に
向かって反射させられ、外面板３２に設けた光反射体４１で反射または散乱させられ、開
口４の光面４２を照らすので光面４２が柔らかな光で明るくなる。
【００１４】
　スリット４５の対向位置に反射面４０を設ける代わりに受光体（図示しない）を設置し
、受光体には光ファイバーなどの導光体を取付け、導光体を扉１の中央部の光反射体４１
の近傍に導いて光面４２を照らすようにしてもよい。
　スリット４５に面する反射面４０を設ける代わりに、スリット４５から入射した外光を
特定の方向に散乱させるフィルム（例えば、特開２０１４－２３５３６９号公報）記載の
採光フィルムによって扉１の中央部側に入射光を散乱させるようにしてもよい。
【００１５】
　もしくは、横長のスリット４５を扉の上部に形成すると共に内面板３１の上部に横長の
開口を形成し、入射光を部屋の天井側に散乱させることにより、扉１の光面４２だけでな
く、部屋の天井にも入射光を散乱させることも可能である。
　吊り下げ扉１の上辺側に扉の横方向に幅３０～５０ｍｍのスリット４５を設け、スリッ
ト４５には特定の方向に光を散乱させる採光フィルムが設置してある。この、採光フィル
ムは、入射光の散乱方向を調整することができるので、明るくしたい方向に適した採光フ
ィルムを使用する。
【００１６】
　スリット４５からの外光の入射を阻止するためのシャッター５が扉１の内部空間に設け
てある。
　図３（１）に示すように、シャッター５は、扉１の内部空間の上下に設けたガイドレー
ル５１にガイドされて左右にスライドしてスリット４５を開閉して外光を室内側に入射さ
せたり阻止したりするものである。
【００１７】
　図３（２）の断面図に示すように、シャッター５の側端部は、ガイドレール５１にガイ
ドされる上下端部を除いて補強のために折り曲げてある。
　図３（３）は、把手５２の位置における扉１の断面図であり、内面板３１の把手開口３
３から扉１の内部が見えないように羽根５３が設けてあり、この羽根は、図３（４）に示
すように点線で示す把手開口３３の大きさより大きなものとしてある。
【００１８】
　シャッター５の把手５２は図１（２）に示すように内面板３１に設けた把手開口３３に
位置させてあり、把手５２を左右に動かすことによってシャッター５はガイドレール５１
にガイドされて空間Ｓ内において左右にスライドしてスリット４５の開閉がおこなわれる
。
　図２（３）に示すように、シャッター５が左右に移動するときの羽根５３が収容される
切り込み空間２０が枠材２及び支持体１５に形成してある。
【符号の説明】
【００１９】
１　　扉
１５　支持体
２　　枠材
２０　切り込み空間
３１　内面板
３２　外面板
３３　把手開口
４５　スリット
４　　開口
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４１　光反射体
４２　光面
５　　シャッター
５１　ガイドレール
５２　把手
５３　羽根
Ｓ　　空間

【図１】 【図２】
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【図３】

【手続補正書】
【提出日】平成29年1月25日(2017.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
吊り下げ型のスライド扉であって、枠材によって形成したフレームに内面板と外面板が固
定してあって空間が形成してあり、外面板の左右両側に光を導入するためのスリットが設
けてあり、内面板と外面板の間の空間のスリットに対向する位置に、スリットから導入さ
れた光を空間の中央部に向かって反射させる光反射面がスリットの長手方向に沿って設け
てあり、外面板の空間側には光反射体が設けてあり、内面板の中央部には開口部が形成し
てあり、開口部には半透明体が設けてあって光面としてある吊り下げ型の導光スライド扉
。
【請求項２】
請求項１において、スリットを通る光を遮断する開閉可能なシャッターが設けてある吊り
下げ型の導光スライド扉。
【請求項３】
請求項１または２において、スリットに光の散乱方向を制御する光散乱部材が設けてある
吊り下げ型の導光スライド扉。
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